
陸奥湾海況自動観測

長崎勝康・三津谷正

陸奥湾海況自動観測について、観測26年目にあたる平成11年次 (1999年1月"-'12月)の観測結果の概

要を報告する。

システムの概要

海況自動観測システムは、陸奥湾内に設

置された3基のテレメータブイ(平舘、青

森、東湾ブイ)と 1基の自記観測ブイ(野

辺地ブイ)、中継局、基地局(増殖センター)

からなる(図1参照)0 3基のテレメータブ

イでは、表 1の観測項目について毎時間観

測を実施し無線により基地局にデータを送

信している。また自記観測ブイは、水温を

毎時間観測、記録し、定期的にデータの回

収を行っている。(本システムの詳細につい

ては本誌第25号参照のこと)

る
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図1 陸奥湾海況自動観測システム

海況自動観測システムの運用状況

本システムは、陸奥湾内の自動観測ブイとしては3代目にあたり、 1994年に設置され2004年までの10

年間の運用を予定している。 1999年は10年間の運用計画の中間年にあたり、テレメータブイ 3基の係留

系交換工事を当初の予定どおり行った。係留系交換工事は、平舘ブイで9月2日、青森ブイで8月31日

と9月8日、東湾ブイで9月4日に実施した。この工事のための事前準備や機器調整等のために8月28

日から各ブイの工事終了時まで観測を休止した。

表2 陸奥湾海況自動観測システム観測項目

ブイ名 観測地点 観測水深 観 調l 項 目
水温 塩分 流向流速 気温 風向風速!

湾北緯口部41。平舘9村・地7"先 1m 。。
平 15m 。。 。
舘 東経 1400 40'40" 30m 。。
水深47m 45m 。。 。
西北緯湾側40青o 5森4市・58地w先

1打、 。。
青 15m 。。
森 東経 1400 47・49" 30m 。。
水深45m 44m 。。
湾北緯央部41。

1m 。。 O本 0* 
東 6'4" 15m 。。
湾 東経 1400 57' 57" 30m 。。。
水深49m 48m 。。。
東北湾緯側40野。辺59地'町1"地先

1打、 。
野 15m 。
辺 東経 1410 10' 4" 36m 。
地 水深38m
* :東湾ブイにおける気温、風向風速は海上約4mで観測
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また、 2000年を迎えるにあたり、基地局のテレメータ装置およびデータ集計用コンビュータに対する

いわゆる W2000年問題』の対策を10月19日から21日にかけて実施し、その間観測を休止した。

1999年のシステムの稼働状況と観測状況を表2に示した。水温については係留系交換工事、定期保守

を除いて特に問題はなく安定して観測が実施された。塩分については、連続的な塩分のズレがたびたび発

生し、有効データ数は95%まで落ち込んだ。主な原因としてはセンサーへの生物等の付着が考えられる。

流向流速については、春から夏にかけて15m層、底層とも長期間にわたり観測値が不安定な状態が続い

た。その時の保守では、センサーに大量の海藻の繁茂が確認された。今後の対応としては、この時期の保

守回数の見直し等考慮する必要があると思われる。また溶存酸素については、十分な保守が実施できず有

効データ数は74%と大きく落ち込んだ。

表3に自動電話応答装置に対するアクセス回数を示した。 1999年の年間アクセス回数は、 770回と昨

年の604回に比べて2割以上増加した。特に8月は121回と多かった。 1999年は夏場に記録的な高水温と

なったため、ホタテガイ養殖業者がホタテガイの養殖管理をするにあたり水温情報を利用したものと考え

られる。

観測結果

1.観測結果表

観測結果については、章末に『海況自動観測結果表』として一括して示した。この結果表は、毎時観

測データを元に集計されている。データの取り扱いについては章末の『観測結果表中のデータについて』

参照のこと。

2.観測結果の概要

1999年の陸奥湾の海況について、海況自動観測結果から月別、半旬別、日別あるいは、時間別に概要

をまとめた。なお、海況の推移を表す資料として下記の図表を作成した。これらの図表には、欠測又は異

常データを除去したために生じた欠落期間を含む場合があるが、特に注記していない。また、ここでいう

『平年値』は、平舘ブイおよび東湾ブイについては1985年"'1998年までの平均、また青森ブイと野辺地

ブイについては1975年"'1998年までの累年平均である。

図2半旬別平均水温・気温の平年差(1999)

図3半旬別平均塩分の平年差 (1999)

図4東湾ブイ底層の半旬別最低溶存酸素飽和度 (1999)

図5平舘ブイ15m層の半旬別最大流速 (1999)

図6平舘ブイの残差流(流れの25時間ベクトル平均値)

図7東湾ブイの半旬別最大風速 (1999)

図8東湾ブイの風向出現頻度と風向別平均風速 (1999)

図9東湾ブイにおける風の24時間ベクトル平均値 (1999)

図10東湾ブイの日平均気温 (1999)

図11平舘ブイの日平均水温・塩分 (1999)
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表2 1999年における毎時観測稼働率および観測状況
I&~ ブイ局 ..層 l ..項目 観刻実億 稼働率軸

NO.l 111 水温 8.548 97.6 

平館 塩分 8.548 97.6 

1510 水温 8.548 97.6 

塩分 8.548 97.6 

涜向・.逮 8.548 97.6 

3伽 水温 8.548 97.6 

塩分 8.548 97.6 

底膚 水温 8.548 97.5 

塩分 8.548 97.5 

lll.舟・涜連 8.548 97.5 

(項目) 水温 34.192 97.6 

塩分 34.192 97.5 

流向・藷遺 17.096 97.6 
{鎗合〉 85.480 97.6 

NO.4 1m 水温 8.452 96.5 

膏議 塩分 8.452 96.5 

15則 水温 8.452 96.5 

塩分 8.452 96.5 

3伽 水温 8.452 96.5 

塩分 8.452 96.5 

庖珊 水温 8.452 96.5 

塩分 8.452 96.5 

(項目) 水温 33.808 96.5 

塩分 33.808 96.5 

(総合} 67.616 96.5 

NO.6 1・水温 8.525 97.3 

東湾 塩分 8.525 97.3 

15 .. 水温 8.525 97.3 

塩分 8.525 97.3 

30偏 水遭 8.525 97.3 

塩分 8.525 97.3 

漕存厳軍属 8.525 97.3 

庖謄 水温 8.525 97.3 

塩分 8.525 97.3 

漕存厳司情 8.525 97.3 

気象 気温 8.525 97.3 

鳳向・風速 8.525 97.3 

{項目) 水温 34.1∞ 97.3 
塩分 34.100 97.3 

漕存面量ヨー 17.0，回 97.3 

気温 8.525 97.3 

風向・凪遺 8.525 97.3 

(総合} 102.3ω 97.3 

NO.5 1・:lJtll (自記} 8.746 99.8 

野辺地 15冊 水温{自記} 8.746 99.8 

底圃|水温{自飽} 8.746 99.8 

(総合} 26.238 99.8 

水温 102.1ω 97.1 

塩分 102.1ω 97.1 

漕存酸量情 17.050 97.3 

諸向・涜速 17.096 97.6 

気温 8.526 97.3 
風向・風速 8.525 97.3 

水温(自El 26.238 99.8 

シス子ム鎗合 281.634 97.4 

(項目の脱明〉
o r観測実数』とは、正常に実行された鰻濁動作の回数
。 r稽.皐J~ r観測l1li敏J+ r金観溜予定図書tJxlω 

ヂ-;耳量得a監 修正数
8.547 。
8.547 。
8.546 。
8.547 16 

8.111 1625 

8.547 。
8.547 2761 

8.547 。
8.547 12 

8.5ω 1455 

34.187 。
34.188 2789 

16.611 3080 

84.985 5.859 

8.451 1 

8.451 3.171 

8.451 1 

8.451 6 

8.451 1 

8.451 9 

8.451 1 

8.451 1.102 

33.804 

33.8倒 4.288 

67.608 4.292 

8.366 。
8.367 1.177 

8.363 。
8.367 

ー8.368 。
8.367 1.295 

8.347 2.866 

8.368 。
8.367 11 

7.479 2 

8.363 。
8.353 。
33.465 

33.468 2.489 

15.826 2.868 

8.363 。
8.363 。
99.485 5.357 

8.746 。
8.746 。
8.746 。
26.238 。
101.456 4 

101.460 9.566 

15.826 2.868 

16.611 3.080 

8.363 。
8.363 。
26.238 。
Z且317 15.51j 

有効デ-;e: 取得車軸 健測状混

8.547 97.6 。塩分値の傾向的奥常

8.547 97.6 3伽膚: 10/21-12/31 

8.546 97.6 。突発的塩分値異常

8.531 97.4 30・.:3/15-4/27 
6.486 74.0 。涜向III遷値欠測
8.547 97.6 1510層: 2/21-3/16 

5.786 56.1 。涜遭値異常

8.547 97.6 11;".: 5/20-7/21 

8.535 97.4 底居: 5/20-7/21 

7.叫 5 80.4 

34.187 97.6 

31.399 89.6 

13.531 77.2 

79.117 90.3 

8.450 96.5 。塩分値の傾向的異常

5.280 60.3 表周: 1/1-5/13 

8.450 96.5 庖眉: 10/3-11/18 

8.445 96.4 

8.450 96.5 

8.442 96.4 

8.450 96.5 

7.349 83.9 

33.8∞ 96.5 
29.516 84.2 

63.316 90.3 

8.366 95.5 。塩分値の傾向的異常

7.190 82.1 3佃.:2/24-4/19 

8.363 95.5 

8.361 95.4 。突発的塩分値異常

8.368 95.5 表層: 1/1-2/24 

7.072 80.7 

5.481 62.6 

8.368 95.5 。漕存強策値の突先的異常

8.356 95.4 30..: 1/1-2/24 

7.477 85.4 3蜘眉: 10/21-12/31 

8.363 95.5 

8.363 95.5 

33.465 95.5 

30.979 88.4 

12.958 74.0 

8.353 95.5 

8.363 95.5 

94.128 89.5 

8.746 99.8 

8.746 99.8 

8.746 99.8 

26.238 99.8 

101.452 96.5 

91.894 87.4 

12.958 74.0 

13.531 77.2 

8.363 96.6 

自.363 95.5 

26.238 99.8 

2恒星799 _9!l.9l 

。 r金観測予定圏.Jとi宜、毎時の観測がすべてE常に実行された場合の健測回数.365日x24固/日=8760固 (1項目当り)、年間金項目では289.080因
。 rデ-~取得像」とは、観溺を実錨し‘実障に得られたデ-~の敬.ただし、システムのヂー~.定.舗によって.却されたヂ-~揮を含まない
。 r有効ヂー書敏』とl孟rデー書取得数』から『修正敏』を差し引いた鎗.
。 r取得率J= r有効デ-;散J+ r金観測予定回数Jxl∞ 
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図12青森ブイの日平均水温・塩分 (1999)

図13東湾ブイの日平均水温・塩分・溶存酸素飽和度 (1999)

図14野辺地ブイの日平均水温 (1999)

表4東湾ブイの気温と風の状況 (1999)

表5東湾ブイの最高最低気温 (1985'"'"'1999) 

表6各ブイの水深別最高最低水温 (1999)

表7各ブイの最高最低水温(1986'"'"'1999) 

表8各ブイ水深別の日平均水温が230C以上の日数 (1974'"'"'1999) 

表9各ブイの水深別最高最低塩分 (1999)

表10東湾ブイの最高最低溶存酸素量(1999)

表11平舘ブイの流況 (1999)

1)水混・気温

半旬別平均水温・気温の平年差の推移を、観測層別に図2に示した。各層の図には、ブイ 4基分のデー

タを同時に示した。また、表4に東湾ブイの気温と風の状況(1999)、表5に東湾ブイの最高最低気温

(1985-1999)を示した。

1999年の東湾ブイにおける気温は、 1月から4月上旬まで平年よりも低めに推移していた。その後6

月中旬および7月下旬'"'"'9月中旬まで高めに推移した。特に8月上旬には、平年に比べ50C以上高い気温

を記録している。 8月9日には、東湾ブイ観測開始 (1984年)以降で最高値である34.rcを記録し、日
平均気温も同日28.90Cと過去最高値となった。

青森県気象月報によると8月10日には碇ヶ関において最高気温37.90C(昭和53年8月3日深浦測候所観

測とタイ記録)の県内最高気温を記録した。また、青森市においても1886年の統計開始以来第2位の最高

気温である36.60Cを8月10日に記録した。真夏日についても弘前市で21日連続、青森市で16日連続と、

これまでの最も長い期間を記録した。このように1999年の夏は全県的に記録的な猛暑となった。

水温について見ると、青森ブイ、東湾ブイにおいて 1月'"'"'2月は、平年より 20C程度低めに推移した。

その後、 3月の中旬に青森ブイ、東湾ブイともに底層の水温が急激に上昇し、底層で平年を 20C程度上回

った。この間 1m'"'"'15m層では水温の上昇は見られず引き続き平年を下回っており、底層の水温が上層

の水温より高くなる水温の逆転現象が見られた。この水温が逆転する状態は、 4月中旬まで続いた。その

後、水温は5月には全体的に平年並みに落ちついた。

7月下旬からは、前述した記録的

な猛暑となり、それに伴い水温の急

激な上昇が見られた。このため8月

'"'"'9月は 1m層'"'"'15m層で平年より

2'"'"' 40C高めに推移した。特に8月9

日には東湾の 1m層において、自動

観測ブイによる観測が始まって以来

最も高い水温となる29.50Cを記録し

た。その後やや遅れて30m層~底層

でも平年以上の水温上昇が見られ、

全体的に高めの水温となった。この

全層において水温が高めの状態は、

12月上旬まで続いた。

表4 東湾ブイの気温と風の状況 (1999)

気温 思{風速:m/s、風向:16方位、出現率:%) 
月 観測値

月平均
風速 最多鳳向

最低 最高 最高 平均 且向 出現率
1月 6.4 5. 7 0.3 19.1 8.3 曹 30 
2月 -5. 1 6.1 -0.1 19.8 8.2 胃 32 
3月 -4.0 10.2 2.0 22.8 6.1 曹NW 20 
4月 -0.6 17.6 6.6 15.4 5.6 胃 18 
5月 7.0 21.5 12.2 14.5 5.4 曹 22 
6月 10.8 25.6 17.2 17.0 5.0 w 19 
7月 15.0 32.4 20.3 15.7 5.2 ESE 18 
8月 19.7 34. 7 25.6 13.8 4.8 E 22 
9月 15.5 29.8 21. 4 20. 1 6. 7 開 16 
10月 7.3 23.3 15.6 21. 1 6.9 w 26 
11月 0.5 16.0 9.9 17.5 6.9 W 26 
12月 -2.0 9.6 3.9 18.9 8. 7 四 26 
年間
(-16/.84 ) 
34. 7 
且....l
22.8 

生豆 w 20.6 
(8/9) (3/6) 

0 極値の同じ値が被数ある場合は、起詩の遅い方を示した。
0 最多風向の出現率は、観測回数に対する最も多い風向の割合とした。
O 起時は、 4月1日を(4/1)のように表記した。
。ーーは欠測回数が20%を超えているため参考値である。
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平均風速
10.2 
10.4 
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6.0 
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11.1 
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表5 東湾ブイの最高最低気温 (1985'"1999) 
℃ 日平掴個 ("C 単個別事掴・ ℃ • 肴

年 最低 [起時. 最高 t起碍J 最低 t忌時d 最高 t起時， 最低【庖時J最高 【起時3
1985 8.4 (1/26) 30.9 aω} -7.0 (1/26) 27.6 8/11) 3.6 1-6 25.8 8-3 
1986 8.7 (1位//盟15}} 312({68//0137) } ー7.0 (位1J/2135}} 25-9((8S//3131} ) -5.0 1-5 24.7 8-3 
1987 -6.4 28.7 -5.1 24.6 -3.0 2-4 22.2 9-2 
1988 -5.2((21//0143J } 

az孟Lzi; σ儲組剛JKE凶18) 】 4.5{位01Z//J叫2159} 1 
盆A(8//0261)} -2.9 2-4 銀」 ー-3 8f3-8/~欠濁多い

1989 -4.2 -2.4 話ヰ (9 0.7 2-1 盆..l 8-6 7/22-8/25欠濁
19鈎
48a忽 -4.6 27.4 (9/02) -2.6 1-5 26.1 8-5 

1991 -3.6 -2.90(2//2:m4q } 益25」.6{(89//0265}) -0.7 2-4 益」 9-1 9/7-9/13. 9/18-9/24叉酒
1992 -3.6 (1/24) 29.7 -2.1 0.6 2-4 24.3 7-6 
1993 -2.4 (2/09) 27.2 (8/26) ー1.1 (12/15) 24.4 (8/26) 1.8 2-4 22.9 8-6 
1994 -6.8 (12/16) 32.2 (8/12) -4. 3 (12/16) 28.5 (8/12) -1. 1 12-4 27.9 8-3 
1995 司4.6 (1/15) 27.4 (7/24) -3.7 (1/14) 24.9 (8/25) -2.2 1-3 23.9 7-6 
1996 -8.8((23//0023) ) 25.1((7S//ω制} -6.4 (1/31) 23.6 (7/30) 3.3 2-4 22.8 7-6 
1997 -4.5 29.5 -2.4 (3/1ω} 25.9 (8/03) 0.1 1-5 24.7 8-1 
1998 
-5.6((11//0078} } 26.5{{98//0159} } -4.5((11//0ω7} } 23.8{(88//0259) } 

-2.6 1-5 22.4 9-3 
1999 -6.4 34.7 -5.0 28.9 ー1.8 2ー1 27.7 ト2。種世 の同じ値カ t合l主、忌l署の遣い万を示した.
0 起時t立、 4月1日を(4/1)、4月第1準旬を“ー1)のように表記した.。ーーは進常最高最低気温を記録する可能性のある時期に欠濁期聞があったことを示す.

表6 各ブイの水深別最高最低水温 (1999)
-ー("C) I 日平均値("C、

室量ニ2ごE

No. 1平舘

No.4青森

No.6東湾

m
m
ω
ω
ω
創

位

鈴

川

桝

鏑

鮒

釘

鎚

鐙

岨

叩
問
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m
m
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副
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表8に日平均水温が230Cを超えた日数を示した(一般的にホタテガイ養殖の適水温は230C以下とされ

ているため230C以上の日数は高水温の指標とされている)。なお、 8月27日........9月12日までブイの係留系

交換工事のため観測を休止した。この期間各ブイの 1m層........15m層については、工事期間前後の水温の

状況から考えて230Cを超えているもの判断して、工事による欠測日数(平舘ブイ:9日間、青森ブイ:

12日間、東湾ブイ10日間)を実測により超えていた日数に加算した。また30m層~底層では、同じ期間

中について推定できなかったので加算していない。各ブイにおいて養殖水深帯である15m層の日数を見

てみると平舘ブイ45目、青森ブイ36日、東湾ブイ35日と 1ヶ月以上にわたり230Cを超えていたことがわ

かる。過去の記録から見ると1975年、 1985年、 1990年、 1994年、 1995年は高水温の年であったが、

それらに匹敵する高水温の年であったと言える。

野辺地ブイでは、 230C以上の日が1m層で59日間とこれまでの最高日数54日間(1994)以上となり

1975年以降で最も多い日数となった。

2)塩分

1999年の半旬別平均塩分の平年差の推移を観

測層別に国3に示した。各層の図にはブイ 3基

分のデータを同時に示した。この年の前半は、

1.0 

'.5 

全てのブイの 1m層の塩分が平年より低めの状 i 
態が続いた。その後平年差は少なくなり、年の 1.5 

後半は平年並みから平年より若干高めの状況と
-2.0 

なった。 15m層~底層の塩分値は青森ブイ、東

湾ブイ共に、昨年末から 3、4月まで平年より

約 1psu低い状態が続いた。その後、塩分の急

上昇が3月中旬に底層で、また3月中旬から 4

月中旬にかけて30m層でそれぞ、れ観測された。

この塩分の急上昇は、各ブイにおける30m層~

底層で水温の急激な上昇が確認された時期に観

測されている。これらの現象は、昨年末から平

年と比べて全体的に塩分が低く比重の軽い状態

となっていた陸奥湾に、湾内の海水より高水温

高塩分で比重の重い海水が入り込み、底層を中

心に分布していったものと理解できる。

各ブイの水深別最高最低塩分 (1999)を表9

に示した。この年観測された最も高い塩分は、

平舘ブイ 30m層で9月23日に観測された

-2.5 

-2.0 

-2.5 

1.' 

'.5 

34.51psuであった。また、最低値は、青森ブイ M 

の1m層で4月23日に26.7psuが観測された。 its 
この非常に低い塩分値は、青森ブイが川からの s 

流入水の影響を受けやすい位置にあることと、 -1.0 

時期的に湾内に流入する河川が雪解けによる増
-2.5 

水期にあたることから、河川水の影響をより大

きく受けるためと考えられる。

一 7一



表9 各プイの水深別最高最低塩分 (1999)ー....("C) _ I 日宰塑宣("C、

。。。

3)溶存酸素

東湾ブイの底層における半旬別最低溶存酸 120 

素飽和度を図4に示した。 1999年の底層の飽

20 

511 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1∞ 
和度は、 8月第2半旬までは概ね80%以上を

維持していたが、それ以降急激に低下してい

き、 9月中旬には28.5%と最低値を記録した。

その後は回復に向い、 10月下旬には80%以上

に達した。図4では1985年"'1998年の観測値

から平年の範囲を示しているが、これまでと

ω

ω

ω

 

酸
素
飽
和
度

比べて1999年は2月下旬に平年より低めであ

った時期と、 6月中旬と 8月上旬に平年より

高めであった時期を除いて、例年どおり 9月 図4 東湾プイ底層の半旬別最低溶存酸素飽和度 (1999)
中旬に最も飽和度が低下するという典型的な

傾向を示していた。

東湾ブイの最高最低溶存酸素量を表10に示した。 1999年に観測された溶存酸素飽和度の最低値は、底

層の48m層において9月20日に観測された28.5%であった。また溶存酸素量の最低値も同日、同層で観

。

4)流向・流速

平舘ブイ15m層の半旬別最大流速の推移を図5に示した。これから見ると1999年は、 1月"'2月は平

年並みから平年よりやや下回っていた。また、 3月中旬"'5月中旬と7月下旬"'12月末の期間は平年を

上回っていた。特に、 3月第5半旬、 4月第4半旬、 8月第3半旬9月第5・6半旬、 10月第4半旬、

11月第5半旬、 12月第1・5・6半旬では、それぞれの時期の過去最高流速 (1974・1998)を上回って

おり、 1999年の後半は速い流速が観測された年であった。

平舘ブイの残差流 (25時間平均)を図6に示した。これまでの平舘ブイの観測によると15m層の1月

"'4月は緩いながらも南下流が優勢となることが多いが、 1999年では北上流が継続して優勢となってお

-8-
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庖層 5-20-7-21および8/28-9/3の期間欠測
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り特徴的であった。 7月以降は、 9月下

旬に強い北上流が発生している以外は、

概ね南下流が優勢となっていた。

月下旬に集中している強い北上流が観測

された時期には、東からの強い風が連続

して吹いており、陸奥湾の海水が全体的

に湾の西側に吹き寄せられていたことが

想像される。その結果、北に向いている

湾口部の西側から湾内の海水が北へ押し

出される状態となり、強い北上流が観測

されたものと考えられる。

この 9
月

量
0.24 
0.17 
0.35 
0.54 
0.43 

「

E
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E
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Er』

E
E
E
L
r
E
P
A
M
p
a

s
m泊
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S

E

E

E 
180 
192 
135 
45 
81 

底層では、 1月"'2月に北上流が優勢

それ以降は全般的に南下流であったが、

が優勢となった。

平舘ブイの流況を表11に示した。

0.81m/s、底層では9月のO.51m/sであった。

1999年に平舘ブイで観測された最高流速は15m層では8月の

5)風向・風速

東湾ブイにおける風速の半旬別最大風速の推移を図7に示した。 1999年に観測された最高値は、

6日に観測された22.8m/sであった。また、過去 (1984"'1998年)の半旬別最大値を上まわったのは、

2月第6半旬、 3月第1・2半旬、 6月第5・6半旬、 7月第1半旬、 8月第5半旬、 9月第5半旬、

10月第1・6半旬であった。

東湾ブイにおける風向出現頻度と風向別平均風速を図8に示した。風向の頻度としては西が最も多く、

全観測回数の約21%となり、さらに西北西と西南西の頻度を加えるとおよそ43%が西方からの風であっ

たことがわかる。また風向別平均風速も西からの風の値が大きく西で8.9m/s、西北西で8.4m/sとなった。

東湾ブイにおける風の24時間ベクトル平均を図9に示した。 1月"'3月は西風優勢、

風と東風が交Eに現れる展開となった。その後7月"'8月は東風が優勢となり、

3月

4月"'6月は西

10月'"12月は西風が優

勢となる例年どおりの展開を見せた。

(m/s郎)
25 

5 

20 

半

旬15
j}IJ 

最

古10
速

。
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

図7 東湾ブイの半旬別最大風速 (1999)
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図8 東湾ブイの風向出現頻度と風向平均速度 (1999)
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図9 東湾ブイにおける風の24時間ベクトル平均値 (1999)
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陸奥湾海況自動観測結果表

(1999年〉

この結果表は、海祝自動観測システムにより観測されたデータを集計したものである。

1 .データについて

観測項目 代表値 内 容

水 温 半旬平均値 日平均値から求めた半旬別の平均値

塩 分 (日平均値は、24回の毎正時 (0時......23時)の観測値から求めた平均

気 温 値で、 1日の正常観測データが18以下の場合欠測扱いとしたo ) 

溶存陸素 半旬最低値 日最低値から求めた半旬別の最低値

(日最低値は、 24固の毎正時 (0時......23時)の観測値の最低値)

流向流速 半旬最高流速(風速) 日最高流速(風速)から求めた半旬別の最高値

風向風速 (日最高流速は、 24回の毎正時 (0時......23時)の観測値の最高値)

半旬平均流速(風速) 日平均流速(風速)から求めた半旬別の平均値

(日平均流速は、 24回の毎正時 (0時......23時)の観測値から求めた

平均値)

半旬最多流向(風向) 半旬内の毎正時の全ての観測値から求めた半旬別の最多流向(風向)

と、その出現頻度及びその平均流速(風速)

2. 記号について

* :非観測
-欠測あるいは半旬内の全部の観測値が異常と見られる場合

12.35 (アンダーライン) :代表値を求めるとき、日の値(平均、最高、最低)の欠測値扱い(欠測あるいは観測

値異常)の日数が半旬内日数の20%を超える場合

-14一



トd

01 

1999年1月

半
ブ イ
旬
1m眉
11. 0 
2 9.3 

No.1 3 8.0 
平 舘 4 7.3 

5 7. 7 
6 10. 1 
7.6 
2 7. 1 

No.4 3 6.4 
膏 森 4 6.2 

5 5. 7 
6 5.6 
6.2 
2 5.6 

No.6 3 4.8 
東 湾 4 4.3 

5 3.8 
6 3.4 

6.3 
2 5. 7 

No.5 3 4. 7 
野辺地 4 4.4 

5 4.2 
6 3.8 

水 温
(半旬平均、 OC)

15m層 3伽屠
11.0 11. 0 
9.5 9.9 
8.2 8.8 
7.4 9.0 
8.4 9.8 
10. 1 10. 1 
7.8 8. 1 
7.2 7.3 
6.5 6.6 
6.3 6.3 
5.9 6.0 
5. 7 5.7 
6.2 6.2 
5.6 5.6 
4.8 5.0 
4.3 4.4 
3.8 3. 7 
3.4 3.4 

6.3 * 5. 7 * 4.8 * 4.4 * 4.2 * 3.8 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 3伽層底層
11. 1 33.47 33.62 33. 78 33. 73 
10.4 33.25 33.43 33.69 33.80 
9.8 33.11 33.30 33.54 33.80 
9.9 33.01 33.22 33. 76 34.01 
10.0 33.20 33.51 33.96 34.00 
10. 1 33. 74 33.90 34.03 34.01 
8.3 32.81 32.86 32.94 32.98 
7.4 32.80 32.84 32.86 32.90 
6. 7 32.81 32.84 32.85 32.88 
6.5 32.86 32.90 32.91 32.96 
6.0 32. 76 32.87 32.88 32.90 
5.8 32.86 32.88 32.88 32.91 
6.2 ー 32.37 32.46 32.58 
5.6 32.30 32.47 32.59 
5.9 32.27 32.52 32.83 
4.6 32.25 32.48 32.66 
3.8 32.21 32.43 32.55 
3.5 32. 15 32.43 32.56 

6.3 
5.6 
4. 7 
4.4 
4. 1 
3.8 

流同・流速 u薦問:16方位、流連:m/sec) 
15m層 底 眉

流速 最多流府 流速 量.多流府

半最旬高 半平旬均 出(現%)率 流平速均 半最旬高 半平旬均 封(現%)率
平均

流向 流向 流速
O. 19 0.07 制 18 0.09 O. 17 0.05 N附 26 0.07 
0.17 0.07 NE 18 0.08 o. 11 0.05 附 26 0.06 
o. 14 0.05 NNE 18 0.08 o. 11 0.04 柳欄 18 0.04 
0.24 0.08 N 52 O. 10 O. 13 0.05 WNW 16 0.05 
0.21 0.07 NNE 23 o. 10 0.12 0.05 NW 18 0.05 
0.13 0.04 S 26 0.05 0.09 0.03 NNW 25 0.04 

溶存酸素 気温 風向・風風速速
(半旬最低〉 (風向:16方位、 : m/sec) 

半旬 風速 最多風向
3伽層 庖層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率 風平速均
(%) (ppm) (%) (ppm) ℃ 風向

95 9.6 0.2 14.6 7.5 w 30 9.0 
93 9.6 一1.8 16.8 9.5 WNW 36 10.3 
90 8.6 1.2 14.1 8.4 WNW 36 9.2 
88 9.2 1.9 15.7 7. 7 w 30 9.2 
90 9. 7 1.2 14.9 7. 7 w 24 9.9 

ー0.6 19. 1 9.0 w 33 10. 7 



1999年2月
流同・流速 t流同:16方位、流速 :_m/secJ

半 水温 塩分 15m眉 底 用
ブイ 〈半旬平均、"0) (半旬平均、 psu) 流速 最多流同 流速 量:多流向
旬

半最旬高 半平旬均 出(現%)率 流平速均 半最高旬 半平旬均 担(現%)率 流平速均
1m眉 15m眉 3伽層 底眉 1m層 1伽眉 3伽眉 底眉 流向 流向
8.3 8.5 9.0 9.0 33.50 33.69 33.92 33.93 o. 17 0.05 s 29 0.06 0.16 0.04 N剛 22 0.04 
2 8. 1 8.4 8.6 8. 7 33.55 33. 78 33.96 33.96 0.13 0.04 s 25 0.04 0.10 0.04 NW 27 0.04 

No.1 3 6.1 6.8 8.5 8.5 33.16 33.49 34.03 34.07 0.17 0.06 NNE 23 0.08 0.12 0.04 NW 24 0.03 
平舘 4 6. 7 7.2 8. 1 8.3 33.30 33.57 33.94 33.96 0.16 0.05 s 23 0.05 0.13 0.04 NNW 28 0.04 

5 4.8 6.1 7.9 8.1 32.86 33.36 33.91 33.92 .Q.J.盆 ιaaSs 2 遡H 皇鍾1 込aaaz生
0.08 0.04 附 34 0.04 

6 5.9 7.8 8.2 8.4 33.07 33. 75 34.01 33.99 0.14 O. 14 0.04 N附 45 0.06 
5.1 5.2 5.2 5.2 32.84 32.85 32.85 32.89 
2 4. 7 4. 7 4.8 4.9 32.83 32.84 32.84 32.88 漕存酸素 気温 風向・風速

No.4 3 4.3 4.4 4.5 4. 7 32. 78 32.80 32.84 32.90 (半旬最低) 〈風向:16方位、風速:m/sec) 
o'l 青 森 4 4.3 4.4 4.4 4.6 32.80 32.84 32.83 32.94 半旬 風速 最多風向

5 3. 7 3.9 3.9 7. 1 32.59 32. 70 32. 74 33.68 3伽I層 庖層 平均
最半高旬 半平均旬 出(現%)率 風平速均

6 3.9 4.0 4. 1 6.0 32. 72 32. 76 32.80 33.35 (%) (ppm) (%) (ppm) ℃ 風向
2.9 2.9 3.0 3.0 ー 32.07 32.42 32.54 ー -1. 8 15.5 7. 7 w 32 9.4 
2 L呈 L皐 L皇 u ー 盆.07 盆..Jo 器」皇 ー ー ー ー 当」 立」 組」 盟 盟 J..Z...j 

No.6 3 L亙 L亙 L呈 2J. ー 盆』皇 鐘」皇 盆」皇 ー ー ー ー 当」 語」 L阜 ENE 19 8.6 
東湾 4 2.4 2.4 2.4 2.6 ー 32.08 32.43 32.59 ー ー ー ー 0.9 12.3 7.6 w 31 8.6 

5 2.3 2.2 2.3 2.5 ー 32.18 32.41 32.64 76 8.3 73 8.0 0.3 12.8 7. 7 w 34 9.2 
6 2.5 2.5 2.5 4. 1 32.41 32.46 32.45 33.02 81 8.9 79 8.3 1.1 19.8 9.6 w 35 13.5 
3.6 3.6 * 3. 7 2 3.2 3.2 * 3.2 No.5 3 2.8 2.8 ，ー 2.9 

野辺地 4 2.2 2.3 * 2.3 5 2. 1 2.1 * 2.0 6 2.0 2.0 * 2.0 
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半
ブ イ
旬
1m層
5. 7 
2 5.1 

No.1 3 4.6 
平 舘 4 6.0 

5 5.0 
6 4. 7 
4.0 
2 4.0 

No.4 3 3.9 
膏 森 4 4. 1 

5 4. 1 
6 4.6 
2.2 
2 2.5 

No.6 3 2. 7 
東 湾 4 3.0 

5 2.8 
6 3. 1 

2. 1 
2 2.2 

No.5 3 2.6 
野辺地 4 2.8 

5 2.6 
6 3.0 

71< j量
(半旬平均、。C)

15m層 3伽1層
6.5 7.8 
6.6 7. 7 
6.8 8.0 
7. 7 8.2 
5. 7 7. 1 
6.2 7.2 

4. 1 4. 1 
4. 1 4.3 
3.9 4.2 
4.0 5.2 
4.3 6.3 
4.4 7.0 
2.2 2.5 
2.5 2.6 
2.5 2.9 
2.8 2.9 
2. 7 2.9 
2.9 3.5 

2.0 * 2. 1 * 2.3 * 2.6 * 2.5 * 2. 7 * 

塩 分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 3伽1層底層
8.0 33. 14 33.55 33.98 33.99 
7.8 33.02 33.57 33.97 鐙」皇
32.86 33.66 34.07 ー

8.2 33.21 33.90 34.08 
7.3 32.87 33.33 34. 10 
7.4 32.67 33.52 34.03 

4.4 32. 72 32.81 32.81 32.96 
4. 7 32. 75 32.82 32.90 33.00 
5. 1 32.60 32. 77 32.88 33. 12 
7.6 32.34 32. 70 33.15 33. 78 
7.9 32.37 32. 75 33.46 33.88 
7.9 32.37 32.59 33. 70 34.00 
3.3 32.39 32.44 32.51 32.90 
3.5 32.35 32.47 32.47 32.91 
4.0 32.30 32.41 32.53 33.03 
6.0 32.22 32.41 32.51 33.46 
7. 1 32.24 32.35 32.39 33. 73 
7.4 32.28 32.34 32.59 33.90 

1.9 
2. 1 
2.3 
2.5 
2.6 
2.9 

流同・流速【流向:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 層

流速 最多流向 流速 最多流向

半最旬高 半平旬均 出(現%)率 流平速均 最半高旬 半平旬均 出(現%)率
平均

流向 流向 流速

主主皇 ー 一 一 O. 12 0.05 w 13 0.04 
一 0.12 0.04 WNW 20 0.03 

0.24 o. 15 0.03 w 21 0.03 
0.27 0.10 N 27 0.12 0.17 0.07 S 23 0.07 
0.35 o. 12 N 19 o. 15 0.24 0.09 S 26 O. 11 
0.32 o. 10 N 20 0.17 0.19 0.06 s 22 0.08 

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 最多風防
3伽層 庖層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率
平均

(%) (ppm) (%) (ppm) 。C 風向 風速
87 9. 7 83 9.2 3.0 18.8 7.9 w 23 9. 7 
92 10. 1 88 9.4 O. 1 22.8 7.4 WNW 27 9.4 
91 10.0 88 9.3 1.3 13.9 4.9 WNW 18 7.3 
92 9.9 78 7.8 3.4 11. 2 4.4 WSW 16 5.2 
93 10. 1 90 8. 7 1.8 15.7 6.2 w 13 6.9 
94 10.0 86 8.4 2.2 13. 1 5.9 WNW 33 9.0 
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半
ブイ

旬
1m腫
4.9 
2 5.0 

No.1 3 5.6 
平舘 4 7.6 

5 8.6 
6 8.0 
4.6 
2 5.4 

No.4 3 5.9 
青森 4 7.3 

5 8. 7 
6 8.5 
3.5 

2 3. 7 
No.6 3 4.4 
東湾 4 5.5 

5 7.5 
6 7.6 
3.3 
2 3.6 

No.5 3 4.5 
野辺地 4 5.3 

5 7. 7 
6 7.4 

水温

(半旬平均、"C)

15m層 3伽層
6.6 7.2 
5.6 7.5 
5.9 7.6 
8.2 8.3 
8.8 8.9 
8.4 9.2 
4.3 7. 7 
5.9 7.4 
5.9 7.4 
6.2 7.4 
6. 7 8. 1 
8.2 8. 7 
3.3 4. 1 
3. 7 4.2 
4. 1 5. 7 
4. 7 5.8 
6.0 6.9 
6.6 7.2 
2.9 * 3.4 * 4.0 * 4.5 * 5. 1 * 5.4 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

慮層 1m層 15m層 3伽1層底層
7.3 32.81 33.67 34.01 
7.6 32. 70 33. 18 34.08 
7.8 32.56 33.10 ー 34.09 
8.3 33.03 33. 73 33.97 
8. 7 32.67 33.61 33.94 
9.0 32. 10 32.96 盆」昼 33.93 
7. 7 32.28 32.50 33.87 34.02 
7.5 32. 73 33.12 33.86 33.98 
7.7 32.22 33.09 33.87 33.98 
7.6 31. 69 32.85 33.84 33.94 
7.9 30. 78 33.00 33.71 33.80 
8.0 31. 34 33.42 33.69 33.69 
7.3 32.09 32.32 32.62 33.99 
7.2 32.24 32.39 32.63 33.93 
7.4 32. 18 32.31 33.21 33.96 
7.3 32.17 32.27 33.46 33.92 
7.5 31. 86 32.26 33.63 33.97 
7.4 31. 91 32.36 33. 76 33.96 
2.9 
5.8 
6.8 
6. 7 
7.3 
7.4 

流同・流速【流同:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 層

流速 最多流向 流速 最多流向

最半高旬 半平旬均
流向
出(現%)率 流平速均 最半高旬 半平旬均

流向
出(現%)率 流平速均

0.37 o. 14 N 24 0.20 0.15 0.07 N 14 0.09 
0.39 o. 15 N 39 0.21 0.21 0.07 s 38 0.09 
0.30 o. 13 N 31 0.17 0.16 0.07 s 34 0.09 
0.54 o. 16 SSE 26 o. 16 0.22 0.08 s 23 O. 10 
0.30 0.12 SSE 19 0.15 0.21 0.07 s 18 0.07 
0.35 o. 16 N 29 0.23 0.19 0.08 s 18 o. 10 

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 最多風喧
3伽1層 庖層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率
平均

(%) (ppm) (%) (ppm) 。C 風向 風速
94 10.2 83 8. 1 4.0 12.5 5. 7 w 27 7. 1 
95 10.0 84 8.1 3.6 15.4 7. 1 w 24 6. 7 
93 9.1 85 8.2 6.1 14.3 6. 7 ENE 23 5.9 
91 9.0 84 8.2 7.6 9.2 3. 7 WSW 19 4.6 
92 9.0 86 8.2 9.5 14. 1 4.6 ENE 18 6.6 
96 9.2 80 7. 7 8.5 11.9 5. 7 w 24 6.3 



1999年5月
、i・ 流同・流速 t源問:16方位、流速:m/S8cJ 

半 水温 塩分 15m眉 底 用
ブイ (半旬平均、 OC) (半旬平均、 PSU) 流速 最多流向 流速 量.多流向
旬

最半旬高 半平旬均 出(現%)率 流平速均 最半高旬 半平旬均 却(現%)率 流平速均
1m層 1伽層 3伽眉 底屠 1m屠 15m屠 3伽置底層 流向 流向
9. 7 9. 7 9.5 9.3 33.35 33.舗 33.81 33.89 0.43 O. 18 s 28.3 0.26 O. 18 。‘08 SSE 15 O.ω 
2 10.1 9.9 9.9 9.8 33.48 33. 70 33.81 33.85 0.41 O. 16 SSE 34.2 O. 19 0.27 0.09 E t9 0.08 

NO.1 3 10.3 10. 7 10.5 10.3 32.97 33.65 33.83 33.88 0.36 O. 16 s 37.5 0.21 0.25 0.06 s 18 0.06 
平舘 4 11. 4 10.8 10.4 9.9 32.80 33.67 33.89 33.99 0.25 0.07 SSE 22.9 0.09 0.18 0.07 s 16 0.09 

5 11. 5 11. 1 10. 7 10.4 33.30 33.61 33.86 33.92 ー ー ー ー ー ー ー ー

6 12.4 12. 1 11. 9 11. 4 32. 72 33.23 33.62 33. 75 ー ー ー ー 一 一 ー

9.1 8.4 8.6 8.0 31.43 32.99 33.66 33. 71 
2 9.9 8.8 9.0 8.7 31.40 32. 74 33.71 33. 73 溶存酸素 気温 風向・風風速連

NO.4 3 10. 7 10.0 9.5 9.2 31.87 33.偶 33.67 33. 76 (半旬最低〉 (且向:16方位、 : "'/68C) 
co 膏森 4 11. 7 10.9 9.8 9.3 32.27 33.40 33.61 33. 76 半旬 連 最多風情

5 12. 1 10.9 9.8 8.9 32.57 33.41 33.65 33. 78 3伽層 脂層 平均
半最旬高 半平旬均 出(現%)率 風平速均

6 12.5 11. 7 11. 2 10.6 32.47 33.18 33.69 33. 73 (%) (p聞} (%) (ppm) ℃ 風向
8.8 8.1 7.8 7.3 31. 94 32. 76 33.57 33.92 97 9.3 84 8. 1 10. 7 13.2 5. 1 WSW 23 6.1 
2 9.2 8. 7 8.0 7.4 32.04 32.48 33.57 33.86 96 9.0 87 8.5 11. 1 14.2 4.5 WSW 28 5.2 

NO.6 3 9.6 8.8 8.2 7.4 32.06 32.42 33.46 33.80 96 9. 1 87 8.5 11.4 10.8 5.3 w 37 7.1 
東清 4 10.9 9.5 9.0 7.4 31.98 32.28 33.66 33. 78 94 8.5 87 8.4 12.2 14 5.2 WSW 17 8.6 

5 11. 1 10.6 9.2 7. 7 32. 14 32.43 33.24 33.68 94 8. 7 92 8.8 13.6 14.5 6.6 w 29 7.6 
6 11. 9 11. 1 10.1 8.1 32.09 32.36 33.71 33. 70 94 8.6 90 8.6 13.8 13.7 5.4 w 25 7.3 
8.2 6.5 * 6.8 2 8. 7 7.9 割齢 7.1 

NO.5 3 10.0 8.9 * 7.5 野辺地 4 11. 1 8.4 * 8.3 5 12.0 10.7 * 8.5 6 12.2 10.3 * 8.9 
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N
C
 

流同・流速〔流向:16方位、流速:m/sec) 

半 水温 塩分 15m層 底 眉

ブイ (半旬平均、 OC) (半旬平均、 psu) 東lZ 最多流向 流速 量』多流筒

旬 事最司高 半平旬均 出(現%)率
平均
半最高旬 半平旬均 五(覇%事) 平流両速

1m眉 15m層 3伽1層 底膚 1m層 15m層 30m層底層 流向 流速 流向

14.2 13.4 12.8 12.0 33.37 33.58 33. 71 33. 74 ー 』 ー ー ー ー

2 14.7 14. 1 13. 1 11. 7 32.67 33.51 33. 78 33.87 ー ー ー ー 『 ー

NO.1 3 15.6 14.7 13.9 12.6 33.30 33.66 33.81 33.92 ー ー ー ー ー 一
平舘 4 15.6 15.3 14.6 13.7 33.67 33. 78 33.86 33.89 ー 『 一 ー

5 17.0 16.0 14.6 13.4 33. 14 33.68 33.94 34.04 ー ー ー - ー ー

6 16.8 1'6.5 15.6 14.2 33.12 33.54 33.93 34.01 ー ー ー ー ー ー

15.4 12.9 11.6 11. 2 31. 80 33. 13 33.48 33.67 
2 15. 1 13.0 11. 6 11. 2 32.43 33.17 33.46 33. 70 溶存酸素 気温 風向・風速

NO.4 3 17.1 13.2 12.0 11. 3 31.90 33.24 33.44 33.69 (半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

青森 4 17.2 14.3 13.5 12.5 32.54 33.29 33.69 33. 74 半旬 風速 最多風情

5 17.8 14.4 13.9 12.5 32.52 33.46 33.68 33.80 30m雇 IE層 平均
半最高旬 半平旬均

出現率 平均

6 17. 1 15.4 14.3 13. 1 33.14 33.55 33.67 33.89 (克〕 lDI>iiu (%) (ppm) ℃ 風向 (%) 風速

14.5 12.0 10. 1 8.4 31. 87 32.35 33.35 33.63 98 9.2 92 8. 7 16.4 9.0 2.8 w 18 4.5 
2 14.7 .~2. 4 10.8 8.4 31. 90 32. 72 33.38 33.57 101 9.0 97 9.2 14.8 10.8 5.0 wsw 23 5.8 

NO.6 3 16.2 13.7 12.5 8.9 31. 96 33.21 33.65 33.53 102 8.8 96 9.0 19.0 10.5 3.1 w 26 5.6 
東湾 4 16.0 14.4 12.5 9.6 32.37 32.66 33.46 33.42 106 9.2 98 9. 1 17.4 10.5 5.9 w 37 6.5 

5 17.2 15.7 13.2 9. 7 32.05 32.28 33.57 33.47 103 8.6 96 9.0 18.2 17.0 5.5 wsw 16 8.9 
6 16.5 16.0 15.0 10.4 32.31 32.69 33.35 33.47 102 8.4 84 7.6 17.2 16.8 8.0 E 42 9.8 

14.7 11.3 * 9.3 2 15. 1 12. 1 * 10.9 NO.5 3 16.8 12.2 * 11. 8 野辺地 4 17.1 14.6 * 13. 1 5 17.4 13.8 * 12.7 6 17. 1 15.0 * 13. 1 
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半
ブイ
旬
1m層
16.4 
2 16.9 

No. 1 3 17.4 
平舘 4 18.9 

5 20.6 
6 21. 4 
17.0 
2 17.3 

No.4 3 18.5 
青森 4 19.6 

5 22.0 
6 23. 1 
16.5 
2 16.9 

No.6 3 17.9 
東湾 4 19.0 

5 21. 2 
6 23.0 
17.0 
2 17.3 

No.5 3 18. 1 
野辺地 4 19.5 

5 22.5 
6 24. 1 

水温
(半旬平均、"C)

15m層 3伽層
16.2 15.4 
16.5 15.7 
16.6 15.3 
17.4 15.7 
19.6 18.2 
20.9 19.6 
16.3 15.5 
16.3 15.2 
16.3 15.6 
16.5 15.6 
17.9 16.8 
19.8 18.0 
15.4 14. 7 
16.7 14.0 
16.8 14.3 
16.5 13.0 
17.4 14. 1 
19.0 15.8 
14. 7 * 14. 7 * 14. 7 * 15.3 * 16.0 * 19.0 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 3伽掴底眉
14.2 33. 13 33.56 33.90 34.02 
14.4 33.03 33.43 33.99 34.06 
13.7 32.84 33.28 33.93 34. 10 
14.6 32.86 33. 70 34.01 34.07 
16. 1 33.47 33.66 33.89 34.01 
17.4 33.65 33. 72 33.83 33.88 
13.3 32.96 33.59 33.83 34~07 
14.2 33.12 33. 77 33.87 34.04 
13.9 32.84 33.87 33.96 34.07 
14.3 32. 76 33. 71 33.95 34.09 
14.9 32. 79 33.42 33.82 34.01 
16.2 32. 79 33.32 33.51 33.81 
11. 0 32.35 33.20 33.54 33. 71 
11.3 32.59 32.83 33.57 33.56 
11.3 32.26 32.69 33.59 33. 72 
11.2 32.25 32.99 33.58 33.56 
11. 7 32.35 33.55 33.69 33.66 
13.8 32.38 33.42 33.59 33. 74 
12.4 
13. 1 
13.3 
14.5 
15. 1 
16.3 

涜同・流翠(涜向 ~..l~ñ昼、1JI遅: m/sec) 
15m層 底 用

翼連 最多涜向 涜速 a ;多流岡
最半高旬 半平均旬

流向
出(現%)率 流平速均 最半旬高 半平旬均

流向
却(現%)率 流平速埼

ー 一 ー ー ー ー ー ー ー ー
『 ー ー ー ー ー 一 ー ー

ー 一 一 一 ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー 一 ー

0.66 0.26 s 50.5 0.33 0.39 0.16 NE 15 0.21 
0.69 0.29 s 48.6 0.36 0.44 0.20 SSE 17 0.20 

溶存酸素 気温 風向・風速
〈半旬最低〉 (S向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 速 最多風向
30m眉 庖層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率 風平速均
(%) (ppm) (%) (ppm) ℃ 風向
99 8.2 84 7.5 16.8 15. 7 5. 7 NE 35 8.4 
99 8.1 83 7.3 16.5 11.5 7.8 ESE 44 7.8 
95 8.0 82 7.2 18.9 10.3 6.2 NE 35 7.8 
93 8. 1 80 7.3 19.8 9. 7 4.4 ESE 31 5.1 
96 8. 1 78 7.0 23.8 8.8 3. 7 WSW 37 3. 7 
102 8.2 83 7.2 25.2 9.2 3.8 WSW 24 4.2 
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半
ブイ
旬
1m層
22.9 
2 25.0 

No.1 3 25.4 
平舘 4 24. 7 

5 25. 1 
6 話」
24.1 
2 26.3 

No.4 3 25.5 
青森 4 25.0 

5 25.5 
6 25.0 
24.8 
2 27. 1 

No.6 3 25.6 
東湾 4 24. 1 

5 25.3 
6 包」
25. 1 
2 26.6 

No.5 3 24.8 
野辺地 4 24.5 

5 25. 1 
6 24.4 

水温
(半旬平均、 OC)

15m層 3伽1層
21. 7 19.8 
23.0 20.6 
24.1 19.7 
23.8 20. 7 
24.5 22.6 
話.4 盆」
21.4 19.7 
21. 8 20.3 
22.2 20.0 
23.0 19.9 
24.2 21. 9 

~ 22.5 
19.9 17.0 
20.3 17.2 
22.3 19.6 
22.3 19.0 
24.4 20.2 
話」 辺」
19.9 * 20.5 * 20.9 * 21.0 * 21. 9 * 23.2 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 3伽1層底眉
17.3 33.58 33.66 33. 79 33.90 
18.3 33.42 33.69 33.89 34.00 
17.4 33.24 33.43 33.96 34.09 
18.6 33.24 33.55 34.01 34.14 
20.0 33. 76 33.86 33.99 34.07 
20.2 33. 76 鍾A 鍾JlQ 34.06 
16.0 32.96 33.48 33.52 33.77 
17.1 33.08 33.53 33.61 33. 76 
16.5 33.34 33.52 33.65 33.94 
17.4 33.30 33.49 33. 74 33.96 
18. 1 33.23 33.53 33. 75 34.00 
18.4 33.21 鎧.64 33. 76 34.03 
14.9 32.66 33.34 33.56 33.66 
15.0 32.83 33.32 33.53 33.69 
15.5 32.86 33.22 33.61 33. 74 
15. 1 33.17 33.49 33.56 33.90 
15.7 33.33 33.44 33.61 33.58 
話斗 鍾」亘 笛Jl. 込鎧 品単
18.0 
18.0 
18.4 
17.6 
19.6 
20.3 

流同・流速【流同:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 層

流速 最多流向 流速 最多流向

半最旬高 半平均旬
流向
出(現%)率 流平速均 半最高旬 半平旬均

流向
出(現%)率 流平速均

0.58 o. 18 s 30 0.30 0.44 0.18 s 16 0.23 
o. 76 0.26 S 52 0.35 0.47 0.18 s 21 0.18 
0.81 0.22 ENE 40 0.23 0.41 0.15 s 25 0.16 
0.68 0.19 ENE 19 o. 18 0.40 0.14 s 18 O. 18 
0.57 0.19 ssw 18 0.25 0.41 0.18 s 23 0.19 
込76 仏i皇 s 2皇 主主主 仏.11.. 仏.!s 鐙盟 2生 仏.lil

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 最多風向
3伽層 脂層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率
平均

(%) (ppm) (%) (ppm) 。C 風向 風速
100 7.9 86 7.2 26.9 9.8 3.4 ENE 12 3.6 
99 7.8 86 7.2 27. 7 7.6 3.1 E 18 2. 7 
98 7.4 76 6.3 25.0 12.0 8.0 E 42 8.9 
96 7.4 61 5.0 25.0 11.4 5.2 E 31 7.2 
98 7.4 59 4.9 24.3 13.8 5.0 ESE 18 6.0 
89 6.6 61 4.9 益」 6.2 3.0 幽E .2Q 3.4 



r、3
w 

1999年9月

半
ブイ

旬
1m層
24.9 
2 話」

No.1 3 24.2 
平舘 4 23.6 

5 22.3 
6 21.5 

2 24.6 
No.4 3 24.4 
青森 4 23.8 

5 22.5 
6 21. 5 
話」
2 話」

No.6 3 24.1 
東湾 4 23. 7 

5 22.6 
6 21.6 

24.1 
2 24.1 

No.5 3 24. 1 
野辺地 4 23.6 

5 22.4 
6 21圃6

水温
(半旬平均、。C)

15m層 3伽層
話」 話」
話」 話」
24. 1 22.8 
23. 7 22.9 
22.3 20.1 
21. 4 21. 2 

一
担」 話」
24.4 23.9 
24.0 23.5 
22.2 20.4 
21.4 21. 3 
話」 話」
話」 辺」
24.1 22.5 
23.8 23.9 
22.6 22.5 
21. 5 21. 3 

23.6 * 23.9 * 24. 1 * 23.6 * 22.3 * 21. 5 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 30m層 底層

包」 33. 73 益:..fl 鐙」皇 話.02
包」 認.62 設」虫 鐙」生 話.，_Q2
20. 7 33.63 33.67 33.89 34.01 
20.5 33.42 33.61 33.81 34.03 
17.9 33.45 33.48 33.99 34.23 
20.3 33. 75 33. 79 33.90 33.89 
ー

辺」 鐙~ 鐙」皇 益:..fl 鍾』皇
20. 7 33.32 33.53 33. 78 33.97 
20.4 33.41 33.48 33.84 33.97 
18.2 33.54 33.61 34.01 34. 14 
19.7 33.55 33.54 33.64 33.93 

立」 鎧」五 鎧ι坐 鐙」皇 謹.47
盟」 益ι皇室 鎧.20 鎧」皇 盆.，_gz
19.2 33.07 33. 13 33.62 33.54 
18.6 33.29 33.37 33.64 33.55 
16.6 33.28 33.28 33.32 34.18 
18.0 33.41 33.45 33.60 34岡 22

20. 7 
21. 9 
23.3 
22. 1 
20.2 
21.4 

流向・流速(流向:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 用

流速 最多流向 流速 量:多流岡

最半旬高
半旬

出(現%)率
平均
最半高旬 半平旬均 担(現%)率 流平速均

平均 流向 流速 流向
0.57 0.26 鐙E 並 弘11弘40 仏1皇 NE 盆...1 主主1
弘丑Q 主1皇 主 盟 主26 主主1o. 18 鐙E 14.9 生i皇
。圃54 0.23 s 30 0.33 0.42 o. 18 SSE 18.3 0.18 
0.50 。司 17 N 30 0.18 0.31 o. 14 SE 13.3 o. 12 
0.67 0.29 N 49 0.38 0.35 0.17 S 29.2 0.20 
0.57 O. 19 SSE 27 0.30 0.27 0.13 SE 21. 7 0.17 

溶存酸素 気，ZEEE 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風 l: m/sec) 

半旬 風速 最 野風向
3伽層 J.I屠 平地

半最高旬 半平旬均 t(現%)率 風平速均
(%) (ppm) (%) (ppm) 。G 風向
97 7. 1 53 4.2 益」 ι皇 3.0 遡 1亘 u 
92 6.6 48 3.6 担」 主主 ι2 監直 翠 ~ 
90 6.5 42 3.2 23.3 12.0 5.8 w 22 8. 1 
86 6.0 29 2.2 19.7 14. 1 4.9 NNE 21 5. 1 
88 6.3 40 3.0 19.5 20. 1 11. 4 E 40 11. 7 
89 6.5 69 5.2 20.8 13.6 6.4 w 28 8.3 



N 
A込

1999年10月

半
ブ イ
旬
1m層
21. 8 
2 21.3 

NO.1 3 20. 7 
平 舘 4 19.7 

5 19.0 
6 18.5 
21.0 
2 20. 7 

NO.4 3 20.4 
膏 森 4 19.7 

5 18.8 
6 18.0 
21.0 
2 20.5 

No.6 3 20.2 
東 湾 4 19.5 

5 18.3 
6 17.5 
21.1 
2 20.6 

NO.5 3 20.2 
野辺地 4 19. 1 

5 18.2 
6 17.4 

水温
(半旬平均、。'C)

15m眉 3伽層
21. 8 21.6 
21.3 21. 1 
20. 7 20.5 
19.8 19.7 
19. 1 19.0 
18.5 18.4 
21.0 21. 1 
20.6 20.6 
20.4 20.5 
19.7 19.8 
18.8 18.8 
18.0 18. 1 
21. 0 21.0 
20.5 20.5 
20.2 20.3 
19.5 19.5 
18.3 18.3 
17.5 17.5 
21. 1 * 20.4 * 20.1 * 19. 1 * 18. 1 * 17.4 * 

塩 分
(半旬平均、 psu)

底層 1m圃 15m掴 3伽1膚底層
20.8 33.64 33.66 33. 79 33.80 
20. 1 33.62 33.63 33. 77 33.82 
19.4 33.68 33.69 33.85 33.87 
19.3 33. 70 33.68 33.86 33.88 
18.8 33.84 33.84 33.86 33.94 
18.0 33.85 33.83 33.86 33.96 
20. 7 33.61 33.61 33. 72 33. 71 
20.6 33.60 33.60 33.61 33.64 
20. 1 33.54 33.59 33.60 33.68 
19.7 33.64 33.64 33.62 33.63 
18.4 33.67 33.67 33.63 33.80 
18.2 33.55 33.61 33.56 33. 74 
19.2 33.47 33.48 33.50 33.89 
20.5 33.47 33.47 33.48 33.60 
20.3 33.53 33.53 33.53 33.57 
19.5 33.54 33.54 33.55 33.56 
18.3 33.50 33.49 33.50 33.50 
17.5 33.51 33.51 33.53 33.51 
21. 1 
20.6 
20.2 
19.0 
18.0 
17.4 

流向・流速{流同:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 周

流速 最多流府 流速 量:多流府

半最旬高 半平旬均 出(現%)率
平均
最半高旬 学平旬均 担(現%)率 流平速均

流向 流速 流向
0.56 0.17 s 28 0.23 0.35 O. 14 SE 18 O. 15 
0.32 0.13 N 21 0.16 0.25 0.12 ESE 12 0.16 
0.42 0.15 s 16 0.21 0.39 0.13 SE 16 O. 14 
0.55 0.13 WNW 15 O. 10 0.24 0.08 SSE 17 0.13 
0.33 0.12 NNW 18 O. 11 0.21 0.09 SW 12 O. 11 
0.35 O. 11 s 34 0.16 0.26 O. 10 SSE 15 0.14 

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) 〈風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 最多風情
3伽層 1E層 平均

最半旬高 半平旬均 出(現%)率
平均

(%) (ppm) (%) (ppm) 。C 風向 風速
87 6.4 45 3.4 17.2 21. 1 6. 7 w 14 11. 7 
86 6.4 75 5.6 17.3 12.9 4.3 WSW 14 5.2 
88 6.5 80 5.9 17.5 11. 7 5.3 E 15 4. 7 
87 6.6 69 5.2 11.5 15.4 9. 7 w 50 10.2 
ー ー 91 7. 1 13.7 15.7 8.6 w 51 11.2 

ー 94 7.4 15.0 19.2 7.4 w 26 9. 7 

/ 



t-.:l 
Ql 

1999年11月

半
ブ イ

旬
1m層
17.9 
2 17.9 

No.1 3 17.7 
平 舘 4 16.8 

5 16.5 
6 15.6 
17.2 
2 16.8 

No.4 3 16.3 
膏 森 4 15.8 

5 15.3 
6 14. 7 
16.9 
2 16.3 

No.6 3 15.8 
東 湾 4 14.5 

5 14. 1 
6 13. 1 
16.5 
2 16. 1 

No.5 3 15.5 
野辺地 4 14.0 

5 13.6 
6 12.8 

水温
(半旬平均、 OC)

15m層 3伽1層
17.9 17.9 
17.9 17.9 
17. 7 17.7 
16.8 16.7 
16.5 16.4 
15. 7 15.7 
17.5 17.6 
16.9 16.9 
16.3 16.4 
15.8 15.9 
15.4 15.4 
14.7 14. 7 
16.9 16.9 
16.3 16.4 
15.8 15.8 
14.6 14.6 
14.2 14.1 
13. 1 13. 1 
16.5 * 16.0 * 15.5 * 13.9 * 13.5 * 12.8 * 

塩 分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 30rrJ_1I 底層
17.8 33.83 33.81 33.81 33.85 
17.8 33.86 33.83 33.83 33.86 
17.5 33.84 33.84 33.84 33.85 
16.6 33.85 33.82 33.83 33.83 
16.3 33.92 33.89 33.91 33.94 
15. 7 33.89 33.85 33.88 33.90 
17.6 33.39 33.60 33.57 33.63 
16.9 33.60 33.65 33.61 33.64 
16.5 33.54 33.61 33.59 33.64 
15.9 33.62 33.68 33.66 33.69 
15.4 33.62 33.67 33.65 33.67 
14.7 33.62 33.66 33.64 33.65 
16.9 33.50 33.50 33.52 33.51 
16.3 33.52 33.52 33.54 33.51 
15.8 33.51 33.52 33.54 33.51 
14.6 33.46 33.47 33.50 33.46 
13.9 33.49 33.50 33.53 33.44 
13. 1 33.44 33.45 33.50 33.43 
16.5 
16. 1 
15.6 
13.9 
13.3 
12.8 

流同・流速 L流同:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 層

流速 最多流向 流速 理:多流fRl

半最高旬 半平旬均 出(現%)率
平均
半最旬高 半平旬均 担(現%)率

平均
流向 流速 流向 流速

0.25 o. 10 SSE 31 0.11 0.17 0.07 S 18 0.09 
0.37 0.12 SSE 24 0.12 0.26 0.09 s 23 o. 11 
0.33 0.08 SSE 14 0.05 o. 16 0.06 NE 12 0.06 
0.20 0.08 N 17 0.12 0.15 0.07 NNE 18 0.07 
0.49 0.15 S 25 0.22 0.24 0.09 SSE 18 O. 10 
0.25 0.08 SSE 20 0.09 O. 18 0.07 NNE 17 0.07 

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 i多風柄
3伽層 底層 平均

半最旬高 半平旬均 出(現%)率
平均

(%) (ppm) (%) (ppm) ℃ 風向 風速
ー ー 95 7.5 11. 5 12.9 7.0 w 42 8.3 

ー 94 7.6 11. 5 9.0 4.4 N 13 4.9 
95 7. 7 12. 1 17.5 6.8 w 32 10.8 
96 7.9 8. 1 15.0 8.4 w 26 10. 7 
95 8. 1 13.2 14.6 5.3 SW 21 5.2 
96 8.2 3. 1 16.7 9. 7 w 37 12.0 



tv 
σ3 

1999年12月

半
ブイ
旬
1m層
15.2 
2 14.8 

No. 1 3 13.8 
平舘 4 13.5 

5 13.2 
6 13. 1 
13.6 
2 12.7 

No.4 3 12.0 
膏森 4 10.8 

5 11.0 
6 11. 3 
11. 8 
2 10.7 

No.6 3 9.8 
東湾 4 8.9 

5 9.2 
6 8.3 
11. 7 
2 11. 1 

No.5 3 9.9 
野辺地 4 9.0 

5 8.6 
6 8.9 

水温
(半旬平均、。'C)

1伽1層 3伽層
15.2 15.2 
14.8 14.8 
13.8 13.8 
13.4 13.4 
13.2 13. 1 
13. 1 13. 1 
13.7 13.7 
12.7 12.8 
12.0 12.0 
10.8 10.9 
10.9 10.8 
11.4 11. 4 
11. 8 11.8 
10.8 10. 7 
9.8 9.8 
8.9 8.9 
9. 1 8.8 
8.3 8. 1 
11. 6 * 11. 1 * 9.9 * 8.9 * 8.6 * 8.8 * 

塩分
(半旬平均、 psu)

底層 1m層 15m層 3伽1層底眉
15. 1 33.96 33.91 33.94 33.93 
14.7 33.96 33.92 33.94 33.94 
13. 1 33.96 33.92 33.93 33.82 
13.4 34.05 34.00 34.03 34.02 
13.0 34.04 33.98 34.02 34.00 
13. 1 34.06 34.00 34.04 34.04 
13.7 33.64 33.68 33.65 33.67 
12.7 33.61 33.67 33.64 33.66 
12.0 33.65 33.67 33.65 33.67 
11.0 33.56 33.59 33.58 33.62 
10.8 33.71 33. 73 33.69 33. 71 
11. 2 33.82 33.84 33.83 33.83 
11. 7 33.45 33.46 33.51 33.43 
10. 7 33.47 33.48 33.54 33.47 
9. 7 33.48 33.49 33.55 33.45 
8. 7 33.46 33.48 33.53 33.42 
8.3 33.57 33.58 33.58 33.45 
7.9 33.47 33.48 33.52 33.44 
11.6 
11. 1 
9.9 
8.9 
8.6 
8.8 

流向・流速{流同:16方位、流速:m/sec) 
15m層 底 用

流速 最多流向 流速 理:多流向

最半旬高 半平旬均 出(現%)率
平均
最半旬高 半平旬均 封(現%)率

平均
流向 流速 流向 流速

0.64 o. 11 s 33 o. 14 0.19 0.08 SE 14 0.09 
0.39 o. 11 s 26 o. 15 0.30 0.09 S 18 o. 11 
0.30 0.08 s 24 o. 12 0.19 0.08 NNE 39 o. 10 
0.16 0.06 SSE 13 0.08 0.14 0.05 SE 12 0.06 
0.45 0.16 s 35 O. 19 0.28 0.10 SSE 25 0.13 
0.44 0.10 s 35 0.14 0.21 0.08 SSE 23 0.10 

溶存酸素 気温 風向・風速
(半旬最低) (風向:16方位、風速:m/sec) 

半旬 風速 最多風情
3伽層 脂層 平均

学最高旬 半平旬均 出(現%率) 
平均

(%) (p聞) (%) (ppm) 。c 風向 風速

一 ー 97 8.4 4.8 15. 7 9.8 柳欄 43 11. 5 

一 ー 97 8. 7 5.5 16.8 9.3 w 19 12.5 
97 8.9 1.9 18.9 12. 1 w 54 14.0 

ー ー 97 9. 1 2.9 13.6 8.0 w 33 7.6 
ー ー 96 9.2 3.6 14. 1 7.2 w 13 8. 7 

96 9.0 4.8 16. 1 6. 1 WNW 23 7.7 


